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『
煙
蕊
子
針
灸
法
』
不
分
巻
一
冊
は
、
低
迷
し
て
い
た
鍼
灸
が
再

興
す
る
以
前
の
室
町
後
期
・
享
禄
三
年
（
一
五
三
○
）
に
成
立
し
た

鍼
灸
書
で
あ
る
。
著
者
の
樵
青
斎
洞
丹
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
本
書
の
自
序
に
「
予
臥
病
数
月
、
偶
渉
猟
医
方
、
以

求
衛
生
之
捷
径
也
。
於
此
撰
岐
黄
色
以
来
針
灸
之
法
、
集
成
小
冊
」

と
病
気
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
撰
じ
た
こ
と
、
そ
し
て

「
常
薬
石
不
入
市
、
縦
是
得
薬
材
、
亦
難
辨
其
真
偽
、
豈
如
針
灸
之

法
」
と
鍼
灸
の
利
便
性
を
述
べ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
、
刺
鍼
上
の
注
意
、
人
神
所
在
、
鍼
灸
宜
忌
、

鍼
灸
法
、
十
二
経
の
次
第
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
、
諸
病
鍼
灸
の
法

と
し
て
中
風
門
か
ら
小
児
門
ま
で
の
二
七
病
門
に
対
す
る
鍼
灸
治

療
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
全
て
に
で
は
な
い
が
引
用
文
献
の

明
示
が
あ
り
、
ま
た
書
中
に
は
仰
人
経
穴
図
一
枚
、
手
足
要
穴
図
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「
煙
幕
子
針
灸
法
」
に
つ
い
て上

田
善
信

七
枚
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
手
足
要
穴
図
は
「
難
經
集
注
』
や
『
黄

帝
八
十
一
難
經
蟇
図
句
解
」
に
見
え
る
図
と
か
な
り
類
似
し
て
い

る
が
確
定
で
き
ず
、
仰
人
経
穴
図
に
つ
い
て
も
類
似
の
医
書
が
あ

る
も
の
の
決
め
手
に
な
る
も
の
が
な
い
。

引
用
文
献
に
は
、
『
素
問
」
『
難
經
」
『
聖
濟
總
録
」
『
鍼
灸
資
生

経
」
「
脈
訣
』
「
玉
機
微
義
」
『
医
書
大
全
」
『
居
家
必
要
」
『
事
林
広

記
』
「
説
文
』
「
玉
篇
』
「
鐘
呂
伝
道
集
』
が
あ
る
。
特
に
引
用
回
数

が
多
い
の
が
『
素
問
』
『
玉
機
微
義
」
『
難
經
』
「
医
書
大
全
』
『
居

家
必
要
」
『
事
林
広
記
』
で
あ
る
。

『
素
問
』
は
経
文
と
王
沐
注
及
び
新
校
正
注
と
を
一
体
で
引
用

し
て
お
り
二
四
条
（
小
児
門
の
重
複
を
含
む
）
み
ら
れ
る
。
そ
の
場

合
「
素
問
九
云
」
「
素
問
五
云
」
な
ど
の
よ
う
に
巻
数
の
表
示
が
あ

り
、
こ
の
巻
数
は
元
刊
本
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
小
児
門
に
は

「
瑞
時
衰
切
」
と
い
う
音
釈
が
み
ら
れ
、
こ
れ
も
元
刊
本
、
古
抄
本

と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
引
用
さ
れ
た
「
素
問
」
は
十

二
巻
本
の
『
素
問
』
と
い
え
る
。

『
玉
機
微
義
」
は
引
用
が
最
も
多
く
三
一
条
み
ら
れ
る
。
そ
し
て

引
用
の
明
示
が
な
い
条
文
の
ほ
と
ん
ど
が
『
玉
機
微
義
」
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
ま
た
書
名
と
し
て
見
え
る
『
千
金
方
冨
病
機
嶌
難
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知
」
「
内
経
』
『
脈
訣
」
（
虚
中
有
熱
）
は
す
べ
て
『
玉
機
微
義
」
か

ら
の
引
用
で
あ
り
、
「
潔
古
云
」
「
子
和
云
」
と
い
う
引
用
も
ま
た

『
玉
機
微
義
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

『
難
經
」
の
引
用
は
七
○
難
、
七
一
難
、
七
三
難
、
七
四
難
、
七

八
難
の
五
条
で
中
に
「
俗
解
日
」
と
あ
り
、
ま
た
足
要
穴
図
中
の

陽
陵
泉
に
み
ら
れ
る
「
難
經
云
膝
下
一
寸
」
と
い
う
一
文
も
「
勿

聴
子
俗
解
八
十
一
難
經
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
本
書
の
引
用
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
点
が
上
げ
ら

れ
る
。
『
居
家
必
要
」
（
五
条
引
用
）
『
事
林
広
記
」
（
四
条
引
用
）
と

い
っ
た
日
用
類
書
と
い
わ
れ
る
も
の
を
引
用
し
た
医
書
が
他
に
見

ら
れ
な
い
こ
と
（
た
だ
「
鍼
灸
拓
日
編
集
』
に
『
事
林
広
記
」
の
引
用

が
見
ら
れ
る
）
。
そ
し
て
既
に
当
時
で
は
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
『
鍼
灸
大
全
』
や
「
神
応
経
」
の
影
響
も
み
ら
れ
な

い
こ
と
。
さ
ら
に
は
「
万
安
方
」
の
基
盤
と
な
っ
た
「
聖
濟
總
録
」

（
二
条
引
用
）
や
十
四
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
日
本
や
朝
鮮

で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
『
鍼
灸
資
生
経
」
二
条
引
用
）
の
影
響

で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
房

も
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
仏
教
医
学
の
影
響
も
み
ら
れ
ず
、

『
玉
機
微
義
』
に
基
づ
い
た
鍼
灸
書
で
、
そ
の
後
の
明
医
学
に
基
づ

く
鍼
灸
の
先
駆
け
と
な
る
鍼
灸
書
と
い
え
る
。
書
名
に
あ
る
「
煙

幕
子
」
と
い
う
冠
称
と
本
書
の
内
容
と
は
直
接
の
関
連
は
み
ら
れ

な
い
。

（
神
奈
川
地
方
会
）


